
令和７年８月ごろまで
じょうれいに入れる
内容をまとめ、

じょうれいの案を考える

～じょうれいづくりへの道のり～ 令和６年11月17日
シール投票

（市民まつりでやるよ！）

令和６年12月ごろ
アンケート

令和７年
１～３月ごろ

みんなの声をききに
じどうかんなどへ

令和７年12月完成！
令和８年４月開始！

（予定）

令和７年８月ごろ～
じょうれいの案を
修正する

令和７年６月ごろ
みんなの声を
きくイベント

スタート!スタート!

ゴール!ゴール!

へんしゅう・はっこう
〒201-8585　東京都狛江市和泉本町一丁目１番５号

TEL：03-3430-1111（代表）
狛江市子ども家庭部子ども若者政策課企画政策係

※スケジュールは変更と
　なる場合があります。
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相談できるところ 電話番号 曜日・時間

「こどものじんけん110ばん」
  （法務省）

0120-007-110

話してみなよ
―東京子供ネット―（東京都）

0120-874-374

24時間子供SOSダイヤル
  （文部科学省）

0120-0-78310

月曜日～金曜日
午前８時30分～午後５時15分
月曜日～金曜日　午前９時～午後９時
土・日・祝  午前９時～午後５時
（12月29日～１月３日を除く）

24時間受付（年中無休）

【自分やまわりのことでこまったとき・なやんだときは…】
身近な大人や学校の先生に相談してみよう。その他にも相談できるところがあるよ。
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子どものけんり
じょうやく

（公財）
日本ユニセフ協会
ホームページ

こども基本法

こども家庭庁
ホームページ

東京都こども
基本じょうれい

東京都
ホームページ

子どものけんりじょうやくなど
詳しい内容はこちら
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みんなの「声」で狛江が変わる！

いっしょに子どもじょうれい（狛江市のみんなのルール）を作ろう！こま え し つく

自分の気持ち、
ちゃんときいてもらえているかな？

きじ ぶん も

こえ こま え かこえ こま え か
小学生向け

こ

こまえ子育てねっと

狛江市では、子どもが自分の気持ちを話したり、

何かを決めたりすることを、まわりの人がきいて、

みんなの思いをうけとめられるようなルールを作りたいと思っています。

ルール作りにはみんなの声が必要です。

右のQRコードからみんなの声をきかせてね！
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じょうれいについて詳しくはこちら
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イラスト：狛江市に住む小学生
す しょうがくせいこまえし
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そうだったんだね。
自分のやりたいことって
なかなか言いづらいよね

わかる！ 
でも好きな
ことがあるって
すてきだね！
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習い事があって遊べないの

本当はみんなと
絵をかいて
遊びたいんだけど…
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じぶん

うん！自分の
やりたいことを
きいてくれると
うれしいな。
話してみる！
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狛 江 市



「じょうれい」ってなあに？

じょうれいとは、みんなが幸せに暮らすためにみんなで決めた

まちのルールのことをいいます。
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「けんり」ってなあに？
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けんりとは、みんなが生まれたときから持っていて、命を守られ、

自分らしく安心して生きていけるために必要なものです。

子どもは大人に守られるだけでなく、大人と同じようにけんりを

使うことができ、子どもにしかないけんりもあります。

こんなこと
してみたいな！

もっとこんなこと
できたらいいな！
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狛江市では「こうだったらいいな！」というみんなの声をきいて、

みんなが幸せに暮らせるために、そしてみんなのけんりが

大切にされるために、じょうれいをつくることにしました。

世界中の子どもたちのけんりを守り、幸せに暮らせるようにするため、

35年前に世界の国々が協力して「子どものけんりじょうやく」（世界の

ルール）を作りました。その中では特に４つのことを大切にしています。

差別のないこと

全ての子どもは

あらゆる差別を受けない

けんりがあります。

子どもにとって
最も（一番）よいこと

大人は、子どもに関することを

決めるとき、

「子どもにとって最も（一番）

よいことはなにか」を考えます。

命を守られ
成長できること

大人は子どもの命が守られ、

子どもが学び、

自分らしく成長できるように

手助けし、見守ります。

子どもの
意見のそんちょう

子どもは自分に関係のあることについて、

自由に意見を言うことができます。

大人は、子どもの「意見」と

「行動（意見を言う）」を大切にします。

「子どものけんりじょうやく」の４つの原則

こま え し

き

まも

狛江市では、けんりがしっかりと守られるために

ルールをきちんと決めたいとかんがえています。

なんで狛江市でじょうれいをつくるの？
こま え しこま え し

こ げん そくこ げん そく
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